
インターネット上の海賊版対策に関する国際著作権会合・セミナー 

（コンソーシアム）の実施について 

令和７年 11 月 

文化庁著作権課 

 

１ コンソーシアムの趣旨 

  インターネット上の海賊版被害については、著作権侵害行為が全て国外で

完結するケースが増えている。また、侵害行為が行われる国も多様化してお

り、様々な国の政府当局との連携が必須な状況にある。 

そのため、これまで中国や韓国との二国間協議等で構築してきたネットワ

ークをさらに ASEAN 諸国に拡大した形で著作権部局、警察部局等を含む外国

政府や関係団体等によるコンソーシアム（協力体制）の取組を構築し、国境

を越えた海賊版対策の進展を図る。 

 

（コンソーシアムイメージ） 

 

２ 本年度のコンソーシアムの実施について 

⑴ 実施日時 

 ・令和７年 11 月 11 日（火）～13（木） 

⑵ 出席者等 

 ・７か国（インドネシア、韓国、タイ、中国、フィリピン、ベトナム、マ

レーシア）の著作権部局、公安部局等の担当官、有識者 
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 ・WIPO やインターポール等の国際機関 

 ・国内外の権利者等民間事業者 

⑶ 会議の概要 

 ・参加国から、海賊版対策に係る現状の取組や課題、権利者側から、被害

の実態や海賊版対策への期待、国際機関側から、現状の取組や事例紹介

を実施。それぞれの発表に対する参加国間での質疑、意見交換や、国際

連携の在り方に関する期待についての議論が行われた。 

⑷ 参加国からの主なコメント 

 ・それぞれの国のクリエイティヴィティや文化を守るという点は、どの国

も同じである。その意味で、同じ意思をもったこうした枠組みが非常に

重要であり、これからも緊密に連携したい。 

 ・海賊版対策は、国境を越えたものが増えており、多国間の連携がより重

要になってくる。そうした意味でも、ベストプラクティスを共有するこ

うした場が重要。 

・AI 検知システムについて、強い関心を持った。苦情の申し立てがないと

執行ができないが、AI による検知ができればそのプロセスを加速できる

し、海賊版によるダメージも軽減できる。 

 ・侵害者自身が高い技術をもって著作権侵害を行っている。侵害のための

証拠収集に対し、我々自身もアップデートをしていく必要がある。 

 ・ベストプラクティスの共有という意味では、対象国の範囲を少し広げて

いくことも考えられるのではないか。 

 ・日本の出版社の方々とお会いし、意見交換をできる機会もあり、国際協

力の必要性をより実感した。 

 

 

３ コンソーシアムに係る今後の予定及び二国間協議について 

  参加国からは、令和６年度補正予算において措置された AI を活用した海

賊版検知に係る取組など、海賊版対策に係る実効性の高い取組について高い

関心が寄せられ、国際連携への期待や重要性について共通理解が図られたも

のと認識している。 

  当該取組は、本年度から３年度間実施する予定。来年度は、海賊版に係る

啓発や検知に関し、共通に取り組める方策について議論を深めていく。 

  

  また、海賊版対策に係る二国間協議について、中国と 10 月 17 日（金）、

韓国と 11 月 13 日（木）、ベトナムと 11 月 14 日（金）に実施。著作権に係

る各国の制度改正や課題のほか海賊版対策に係る取組や著作権侵害に対する

権利行使に関する最新の動向等について、確認及び意見交換を実施した。 


